
  

授業科目名：医療政策・管理学 

 

１．教育目標（GIO） 

日本は社会保険の枠内で医療が提供されるので、医師の医療は医療政策の動向によって大きく影響される。医療政策

の基本的な矛盾は、患者としては最高の医療を求めているが、国民としては最小の医療費負担を求めている点にあり、こ

の矛盾はしだいに拡大している。そこで、医療政策を理解する上での基本的な枠組みを習得し、医師として今後の医療政

策の転換に対して、能動的に対応できる基礎を形成することが目的である。 

 

２．講義予定 

回 月･日 曜日 時限 講/実 授業タイトル 担当者  

1 2014/7/8 火 3 実習 チーム医療（薬剤部） 河村俊一 薬剤部次長

2 2014/7/8 火 4 実習 チーム医療（薬剤部） 河村俊一 薬剤部次長

3 2014/7/9 水 1 講義 医療の基本問題 池上直己  

4 2014/7/9 水 2 講義 医師と医療機関 池上直己  

5 2014/7/9 水 3 講義 医療保険制度 池上直己  

6 2014/7/9 水 4 講義 診療報酬体系制度 池上直己  

7 2014/7/10 木 1 講義 医療評価と診療録管理 山内慶太 兼担 

8 2014/7/10 木 2 講義 介護保険制度 高木安雄 兼担 

9 2014/7/10 木 3 講義 医療経済学 池田俊也 非常勤 

10 2014/7/10 木 4 講義 医療安全管理 池田俊也 非常勤 

11 2014/7/11 金 1 実習 チーム医療（看護部） 鎮目美代子 看護部長 

12 2014/7/11 金 2 実習 チーム医療（看護部） 鎮目美代子 看護部長 

13 2014/7/11 金 3 講義 医療情報管理 1 吉村公雄  

14 2014/7/12 金 4 講義 医療情報管理 2 吉村公雄  

場所：第２校者４階講堂 

 

３．講義・実習の内容 

第 1, 2 回：「チーム医療（薬剤部）」実習 （担当者：薬剤部次長 河村俊一） 

ＧＩＯ：薬剤師とのチーム医療について理解する 

ＳＢＯ：（１）薬剤師とのチーム医療について説明できる 

 

 



  

第 3 回：「医療の基本問題」 （担当者：池上 直己） 

ＧＩＯ：患者・国民の側、医師・医療機関の側の問題、および両者を調整するための方法について理解する 

ＳＢＯ：（１）患者・国民の利害の対立について説明できる 

ＳＢＯ：（２）医師・医療提供側の特徴について説明できる 

ＳＢＯ：（３）医療における需給の調整について説明できる 

 

第 4 回：「医師と医療機関」 （担当者：池上 直己） 

ＧＩＯ：医師と医療機関の歴史的発達とマネジメントの課題 

ＳＢＯ：（１）医師と医療機関の歴史的発達を、欧米と日本とを比較して説明できる 

ＳＢＯ：（２）専門職の役割について説明できる 

ＳＢＯ：（３）専門職が中心となる病院のマネジメントの課題について説明できる- 

 

第 5 回：「医療保険制度」 （担当者：池上 直己） 

ＧＩＯ：医療保険制度の概要について理解する  

ＳＢＯ：（１）医療保険制度の特性について説明できる 

ＳＢＯ：（２）医療保険制度を補充する税や財政調整について説明できる 

 

第 6 回：「診療報酬体系制度」 （担当者：池上 直己） 

ＧＩＯ：保険点数の制度について理解する 

ＳＢＯ：（１）保険点数の制度の概要とその改定について説明できる 

ＳＢＯ：（２）医療機関の保険請求の方法について説明できる 

ＳＢＯ：（３）病院経営に与える影響について説明できる 

 

第 7 回：「医療評価と診療録管理」 （担当者：山内 慶太） 

ＧＩＯ：医療を評価する際の方法論および診療録管理の意義について理解する 

ＳＢＯ：（１）医療を評価する際の方法法について説明できる 

ＳＢＯ：（２）診療録管理の意義と今後の課題について説明できる 

 

第 8 回：「介護保険制度」 （担当者：高木 安雄） 

ＧＩＯ：介護保険の意義について理解する 

ＳＢＯ：（１）介護保険の特徴について説明できる 

ＳＢＯ：（２）医療への影響について説明できる 

 

第 9 回：「医療経済学」 （担当者：池田 俊也） 

ＧＩＯ：医療技術の経済評価手法について理解する 

ＳＢＯ：（１）費用対効果の考え方を説明できる 

ＳＢＯ：（２）費用の種類と算出方法について説明できる 

ＳＢＯ：（３）効果指標の種類と算出方法について説明できる 

ＳＢＯ：（４）ＱＯＬ指標と質調整生存年について説明できる 



  

第 10 回：「医療安全管理」 （担当者：池田 俊也） 

ＧＩＯ：医療安全に対する基本的な考え方について理解する 

ＳＢＯ：（１）医療事故はどのような状況で起こりやすいかを説明できる 

ＳＢＯ：（２）医療事故を防止するための組織的なリスク管理の重要性を説明できる 

ＳＢＯ：（３）事故の可能性を予測し、それが重大事故につながらないシステム（フェイル・セイフ・システム）の必要性を説明で

きる 

ＳＢＯ：（４）医療の安全性に関する情報を共有し、事故に役立てる必要性を説明できる 

ＳＢＯ：（5）医療機関のおける安全管理のあり方（事故報告書、インシデント・レポート、リスク管理者、事故防止委員会、事故

調査委員会）を概説できる 

 

第 11, 12 回：「チーム医療（看護部）」実習 （担当者：看護部長 鎮目美代子） 

ＧＩＯ：看護師とのチーム医療について理解する 

ＳＢＯ：（１）看護師とのチーム医療について説明できる 

 

第 13 回：「医療情報管理」 （担当者：吉村 公雄） 

ＧＩＯ：医療情報概論、疾病登録、医療情報システムについて理解する 

ＳＢＯ：（１）医療情報と EBM の関係について説明できる 

ＳＢＯ：（2）疾病登録の仕組み、目的、意義について説明できる 

ＳＢＯ：（3）電子カルテなど医療情報システムの概念、意義、現状について説明できる 

 

第 14 回：「医療情報管理」 （担当者：吉村 公雄） 

ＧＩＯ：データベースと情報倫理、情報セキュリティーについて理解する 

ＳＢＯ：（１）データベースの概念とデータベース・マネジメント・システムの原理について説明できる 

ＳＢＯ：（２）情報倫理、個人情報保護、情報セキュリティーについて説明できる 

 

 

 

４．教科書・参考書 

参考書： 

「医療・介護問題を読み解く」日経文庫 1311、2014 年（池上直己 著） 

「日本の医療」、中公新書 1314､1996 年（池上､キャンベル 共著） 

 

５．評価方法 

  筆記試験・・・60 点 

  小テスト・・・40 点 

 


